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「
投
資
等
」

　

公
益
法
人
な
ど
の
各
種
協

会
等
へ
の
出
資
金
や
特
定
目

的
の
た
め
に
積
み
立
て
て
い

る
基
金
で
す
。

「
流
動
資
産
」

　

現
金
・
預
金
や
財
政
調
整
・

減
債
基
金
の
残
高
、
未
収
入

の
町
税
な
ど
で
す
。

「
負
債
」

　

借
入
金
で
あ
る
町
債
と
債
務

負
担
行
為(

翌
年
度
以
降
に
支

払
う
義
務
の
あ
る
も
の)

、
退

職
給
与
引
当
金(

全
職
員
が
年

度
末
に
、
退
職
し
た
と
想
定
し

た
退
職
手
当
総
額)

な
ど
の
将

来
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
す
。

「
固
定
負
債
」

　

町
債
の
残
高(

翌
年
度
償
還

分
を
除
く)

や
退
職
給
与
引
当

金
な
ど
で
す
。

「
流
動
負
債
」

　

町
債
残
高
の
う
ち
翌
年
度

償
還
予
定
額
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

「
正
味
資
産
」

　

「
資
産
」
か
ら
「
負
債
」
を

差
し
引
い
た
残
り
で
す
。
内
容

は
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
と

税
金
な
ど
の
一
般
財
源
で
す
。

< 有形固定資産明細書 >
(平成18年度末)

(単位：千円)
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
公
表

平成18年度

　

今
月
号
か
ら
２
回
に
わ
た
り
、
町
の
財
政
状
況
の
良
し
悪
し
を
図
る

目
安
と
し
て
２
種
類
の
指
標
を
公
表
し
ま
す
。

　

今
月
号
は
平
成
18
年
度
決
算
に
基
づ
く
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
、
来
月

号
に
は
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
公
表
し
ま
す
。

●債務負担行為に係る補償等

 ①物件の購入等に係るもの　　　　　　０ 千円

 ②債務保証及び損失補償に係るもの　　０ 千円

 ③利子補給等に係るもの　　　　　　 537 千円

●町民一人当たりの合計額

 ①町民一人当たり資産合計額　　　 1,549 千円

 ②町民一人当たり負債合計額　　　　 587 千円

 ③町民一人当たり正味資産合計額　　 963 千円

「
資
産
」

　

基
準
日(

３
月
31
日)

に
町
が

持
っ
て
い
る
土
地
や
建
物
の
固

定
資
産
、
貸
付
金
や
基
金(

積

立
金)

、
現
金
な
ど
で
す
。

「
有
形
固
定
資
産
」

　

こ
れ
ま
で
に
取
得
し
た
土

地
や
整
備
し
た
道
路
・
施
設

等
の
こ
と
で
、
総
務
費
、
土

木
費
な
ど
行
政
目
的
別
に
区

分
し
て
い
ま
す
。

【 バ ラ ン ス シ ー ト 】
(平成19年３月31現在)

平成19年３月31日現在住民基本台帳登載人口　13,857人

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
？

用 

語 

解 

説

(単位：千円)

※端数処理しているため合計が合わない箇所があります。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
あ

る
時
点
に
お
け
る
資
産
、
負

債
、
資
本
の
残
高
を
総
括
的

に
対
照
表
示
し
、
財
政
状
態

を
明
ら
か
に
す
る
報
告
書
で

す
。

 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
左
側

に
町
が
保
有
す
る
「
資
産
」、

右
側
に
そ
の
資
産
を
形
成
す
る

た
め
の
財
産
が
、
ど
の
よ
う
な

手
法
で
調
達
さ
れ
た
か
に
つ
い

て
、「
負
債
」
及
び
「
正
味
資
産
」

に
分
け
て
計
上
し
ま
す
。
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今
月
の
Ｎニ

ュ

ー

ス

Ｅ
Ｗ
Ｓ

９
2008

h
i
r
a
n
a
i

柔
　去る、６月10日青森市スポーツ会館で行われた

「第５回全国小学生学年別柔道大会青森県予選会」

において、平内町柔道少年団(団長工藤寿)所属の

畑井菜奈さん(小湊小６年)が見事優勝を果たし、２

年連続で全国大会の出場権を獲得しました。

　その報告に、小湊小学校福士校長をはじめとす

る関係者とともに、佐々木教育長のもとを訪れま

した。

　昨年の全国大会では惜しくも決勝リーグ進出と

なりませんでしたが、今大会は更に厳しい稽古に

取り組み「上位入賞を目指したい」と本人はもとより、団長、両親とも力強く話してくれました。

　全国大会での健闘と、更なる活躍を期待します。頑張ってください！　

柔道全国大会　上位入賞を目指して

畑井菜奈さん、全国小学生学年別柔道大会青森県予選会で優勝！

歩 夏泊半島、陸奥湾の自然を満喫

ブルーロード・ウォーク夏泊 ２００８

　今年で18回目を迎えた「ブルーロード・ウォー

ク夏泊 2008」が７月13日に、晴天のもと行われま

した。健康志向の高まりで、当初予定していた定

員を大幅に超える約170名の方が、県内各地より参

加しました。

　夜越山をスタートした参加者は、平内町漁協浦

田支所までバスで移動し、歩き始めました。左手

には凪ている陸奥湾、右手には山々の緑を眺めな

がら、大島、椿山と巡りました。

　昼食会場となった椿山では、ホタテの貝焼きや

ホタテ汁、平内産ゆめあかりで作ったおにぎりが振舞われ、参加者は「おいしい。こんなに沢山のホ

タテは食べた事ない。」などと、仲間のみなさんと楽しく話しながら堪能していました。

　参加者の方々は、心地よい汗を流し、風光明媚な夏泊半島を思う存分満喫していました。

偲 平内町戦没者追悼式

在りし日の英霊を偲び

　先の大戦において、一命を国に捧げられた平内町

戦没者の御霊を追悼し、併せて平和を祈念する平内

町戦没者追悼式が７月23日(水)、平内町勤労青少年

ホームに於いて行われました。厳かな雰囲気の中、

犠牲となった423柱にのぼる戦没者名を奉読し、黙

とうを捧げた後、平内町遺族連合会会長はじめ、来

賓として参列された平内町長や青森県知事などが

追悼のことばを述べ、戦没者の冥福を祈りました。

また、120人余りの参列者が白菊を次々に献花し両

手を合わせ、故人を偲びながら、改めて世界の恒久

平和を祈念し式を閉じました。

　追悼式が閉会された後、平内町琴好会による追悼演奏が披露され、参列者はすばらしい演奏に静か

に耳を傾けていました。
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【
資
産
の
部
】

　

平
成
18
年
度
末
現
在
の
普
通
会

計

の

資

産

総

額

は
、
２
１
４
億
６
，

８
６
３
万
円
で
町
民
一
人
あ
た
り

１
５
５
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

「
有
形
固
定
資
産
」
が
１
９
６
億
７
，

５
７
３
万
円
で
町
民
一
人
あ
た
り

１
４
２
万
円
で
、
資
産
総
額
の
91
・

６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
有
形
固
定

【
負
債
の
部
】

　

負
債
は
、
８
１
億
２
，
７
３
０
万
円

で
町
民
一
人
あ
た
り
５
９
万
円
に
な

り
ま
す
。

　

負
債
の
う
ち
、「
町
債
」
と
「
翌
年

度
償
還
予
定
額
」
を
あ
わ
せ
た
地
方

債
の
残
額
が
６
７
億
７
，
８
７
９
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

年
度
末
に
お
い
て
全
職
員
が
退
職
し

た
も
の
と
み
な
し
た
場
合
の
退
職
手

当
の
要
支
給
額
を
見
積
も
っ
た
「
退

職
給
与
引
当
金
」
と
し
て
１
３
億
４
，

８
５
０
万
円
を
負
債
に
計
上
し
て
い

ま
す
。

【
正
味
資
産
の
部
】

　

資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
正

味
資
産
は
、
１
３
３
億
４
，
１
３
３
万

円
で
町
民
一
人
あ
た
り
に
す
る
と

96
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

正
味
資
産
の
内
訳
は
、
国
庫
支
出

金
が
３
８
億
３
，
７
８
２
万
円
（
28
・

８
％
）、

県

支

出

金

が
２
８
億
９
，

０
９
９
万
円
（
21
・
７
％
）、
残
り
の

一
般
財
源
が
６
６
億
１
，
２
５
２
万
円

（
49
・
５
％
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

18
年
度
ま
で
の
町
民
一
人
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
グ
ラ
フ
に
し
て
比
較
す
る
と
左
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

町
民
一
人
あ
た
り
で
比
較
す
る
と
、
資
産
は
減
価
償
却
等
に
よ
り
１
１
千
円
減
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
負
債(

借
金)

が
２
７
千
円
減
っ
て
い
ま
す
。

　

差
し
引
き
で
一
人
あ
た
り
の
正
味
資
産
が
増
え
た
こ
と
か
ら
も
、
町
の
財
政
運
営
が
健
全
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
概
要

町
の
正
味
資
産
は

１
３
３
億
４
，１
３
３
万
円

<普通建設事業費に係る補助金・負担金等の状況>

(平成18年度末)

国、県、民間等の団体に支出した補助金・負担金等の中には、これらの交付を受

けることによって、当該団体等に有形固定資産が形成される場合があります。

これらについて、バランスシートには計上されていませんが、本町のストックに

関連する情報であることから、以下のとおりまとめました。

(注)この表は国直轄事業負担金、県営事業負担金、同級他団体・公的団体等に対

　　する普通建設事業に係る補助金等をまとめたものです。

資
産
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の

は
、
学
校
や
公
民
館
等
の
教
育
費
の

34
・
０
％
、
漁
港
施
設
整
備
、
林
道
等

の
農
林
水
産
業
費
の
32
・
４
％
で
、
教

育
、
農
林
水
産
業
関
係
の
資
産
が
重
点

的
に
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
資
産
は
、「
投
資
等
」

で
１
４
億
８
，
６
８
０
万
円
、「
流
動
資

産
」
で
３
億
６
０
９
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

< 土地明細表 >

(平成18年度末)

町
民
一
人
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト　

(

年
度
比
較)

【 

資 

産 

】

【 

負 

債 

】

【 

正
味
資
産 

】

(単位：千円)

公共施設の整備に係る土地取得価格の累計です。

(単位：千円)

◇ ◆
◆ ◇
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　７月26日、27日の２日間、青森県武道館において第34回青森県少年空手道大会が開催されました。参加団体数21団体、参加

選手数380名で競技が行われ、当町体育協会空手道クラブ(工藤英仁監督)から、34名が参加しました。

　選手は日頃の練習の成果を存分に発揮し、並みいる強敵を抑え、小学生の部では16年ぶりに団体総合優勝に輝きました。

平内町体育協会空手道クラブ
第34回青森県空手道大会で大活躍！

準優勝　伊藤恒輝　

優勝　笹原 真　３位　蠣崎碧光　

優勝　飯田翔也　準優勝　佐々木壱晟

優勝　佐々木壱晟　３位　飯田翔也　

３位　鳥谷部晋吉

準優勝　鳥谷部泰匡

３位　佐々木健洋・蠣崎碧光・笹原 真

優勝　飯田翔也・佐々木壱晟・丸岡虎丸

優勝　佐々木健洋・蠣崎碧光・笹原 真

準優勝　阿部悠斗・伊藤恒輝・伊藤裕

３位　佐々木壱晟・飯田翔也・木村天斗

準優勝　工藤葉月・三津谷滉太・笹原怜珠

３位　鳥谷部晋吉・佐々木尚之・江戸大晟

３位　鳥谷部泰匡・三津谷冴樹・三上凌平

優勝　飯田光望

３位　鳥谷部利奈

３位　須藤萌々・中新田美咲・工藤英夢

準優勝　飯田光望・三上凪沙・阿部遥

平内中央保育園で乗馬体験
「お馬さんがやってきたよ」

　６月26日(木)、平内中央保育園で青森乗馬倶楽部・十和田乗

馬倶楽部により乗馬体験が行われました。

　「乗馬を学ぶ・馬とふれあい世話をしてみる」ことにより、

楽しみながら本人の能力を伸ばし、社会への参加を促すことを

目的に行われたものです。

　３頭の馬を前に、乗馬倶楽部のメンバーが乗り方や接し方を

説明した後、子ども達の乗馬体験が始まりました。はじめは怖

がっていた子ども達も慣れてきて、馬の高い背から「すごい」「お

もしろい」などと歓声をあげ大喜びでした。

　乗馬体験の後、にんじんの餌やりや写生など馬とふれあい、

とても楽しい時間を過しました。

　帰りには優しく教えてくれた乗馬倶楽部のメンバーと馬に

「バイバイ」「ありがとう」と、感謝の気持ちを込めて見送りま

した。

・今月のＮＥＷＳ

◆
◇

◆

◆
◇

◆

◆
◇

◆

◆
◇

◆

【男子】

○ 小 学 校１・２年 個 人 形

○小学校１・２年個人組手

○ 小 学 校３・４年 個 人 形

○小学校３・４年個人組手

○小学校５・６年個人組手

○中学校２・３年個人組手

○小学校１・２年形団体戦

○小学校３・４年形団体戦

○小学校１・２年組手団体戦

○小学校３・４年組手団体戦

○小学校５・６年組手団体戦

○ 中 学 校 組 手 団 体 戦

【女子】

○小学校５・６年個人組手

○ 中 学 校 個 人 組 手

○小学校３・４年組手団体戦

○小学校５・６年組手団体戦
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平
内
町
民
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

今月のＮＥＷＳ・

　

７
月
20
日(
日)
に
今
年
で
３
回
目
と
な
る
「
町
民
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

各
会
場
に
お
い
て
６
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
立
体
育
館
で
８
時
30
分
よ
り
総
合
の
開
会
式
が
行
わ
れ
、
逢
坂
町
長
の
挨
拶
に
続

き
、
参
加
者
を
代
表
し
て
三
津
谷
純
子
さ
ん
が
「
大
き
な
輪
を
広
げ
て
、
い
っ
ぱ
い
楽

し
み
ま
す
。」
と
宣
誓
し
、
各
会
場
の
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　

午
後
に
行
わ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
の
綱
引
競
技
は
ま
れ
に
み
る
熱
戦
と
な
り
、
選
手
は
も

と
よ
り
応
援
に
駆
け
つ
け
た
方
々
の
大
き
な
声
援
で
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

各
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

①
Ｃ
・
Ｃ
ガ
ー
ル
ズ

　

②
お
や
ゆ
び
ひ
め

　

③
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ

○
綱
引
き
競
技

　

<

男
女
混
合
・
一
般>

　

①
ホ
タ
テ
貝 

ナ
イ
ス
貝

　

②
ベ
ル
・
ば
ら

　

<

ジ
ュ
ニ
ア>

　

①
浜
子
子
供
会
Ｂ

　

②
浜
子
子
供
会
Ａ

　

③
ひ
ら
な
い
卓
球
ス
ポ
少

○
ロ
ー
リ
ン
グ

　

①
た
す
け
あ
い

　

②
ベ
ル
・
ば
ら

　

③
ヒ
デ
・
ヒ
サ

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

①
小
湊

　

②
浦
田
Ａ

　

③
浦
田
Ｂ

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

<

一
般
町
民　

男
子>

　

①
木
村　

繁
雄

　

②
野
坂　

邦
明

　

③
野
倉　

康
三

　

<

一
般
町
民　

女
子>

　

①
伊
瀬
谷　

チ
ヱ

　

②
伊
東　

ト
ミ
ヱ

　

③
木
村　

フ
サ

　

<

協
会
会
員　

男
子>

　

①
小
形　

征
博

　

②
小
田
桐　

歳
信

　

③
伊
藤　

裕

　

<

協
会
会
員　

女
子>

　

①
蝦
名　

胖
子

　

②
田
中　

シ
メ

　

③
蝦
名　

和
子

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

　

<

一
般
男
子>

　

①
浜
田　

利
信

　

②
飯
田　

忠
美

　

③
佐
々
木　

進

　

<

一
般
女
子>

　

①
細
川　

エ
ク
ヨ

　

②
田
村　

チ
ヤ

　

③
阿
部　

愛
子

　７月22日(火)、夜越山森林公園内で第13回平内町交通安全高齢者パークゴル

フ大会が開催され、各地区の老人クラブから約100名の選手が参加し、各コー

スに分かれて団体戦と個人戦が行われました。

　競技開始に先立ち、青森市出身でさいたま市交通教育指導員「津軽家笑介」

氏による笑いとユーモアを交えた交通安全講話が行われ、皆さんは盛んに拍手

を送っていました。

　ゴルフコースでは、交通ルールと同じようにルールを守りながら、パークゴ

ルフを楽しみ、普段あまり体を動かすことがない高齢者の方々も、この日は爽

やかな汗を流していました。

高齢者パークゴルフ大会
平内町交通安全

　７月17日(木)、平内町赤十字奉仕団(向井麗子委員長)が、何時起きるのか

分からない災害に備え、炊き出し訓練を行いました。

　会場となった勤労青少年ホームには、団員の方など66名が集まり、日本赤

十字社青森県支部の講師の指導のもと、非常用炊飯袋を使った炊き出し方法

の演習や、幼児安全法の講習を行いました。

　国内外の災害の直後とあって、参加した奉仕団員は全員が真剣に取り組み

ました。昼食では、訓練で炊いたご飯と豚汁を食べ、団員同士の親睦と結束

を深めました。

　　　　炊き出し訓練
平内町赤十字奉仕団

◆
◇

◆

◆
◇

◆

◆
◇

◆

◆
◇

◆

◆◇◆

2008

◆◇◆
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①時が滲む朝(芥川賞受賞)　楊　　　　　逸

②切羽へ(直木賞受章) 　　井　上　荒　野

③ハリー・ポッターと

　　　 死の秘密　上・下　 

④地の日天の海 上・下　  内　田　康　夫

⑤錦　　　　　　　　　　 宮　尾　登美子

⑥ラン　 　　　　　　　　森　　　絵　都

⑦平成20年度代表作

　　　　　　　 時代小説

⑧弘前藩 　　　　　　　　本　田　　　伸

⑨幸せの絆 　　　　　　　木　村　藤　子

⑩ことたま　　 　　　　　江　原　啓　之

  ○９月の休館日 14日・15日・23日・28日

ボ ラ ン テ

お し ら せ

カ レ ッ ジ

ィ ア

ひらないカレッジ「国際理解」～コッチ先生と話そう～

　６月26日、盛田地区の皆さんのご協力で、夜間の避難訓練が実施されました。

　当日は、午後７時からの訓練に先立ち「車椅子」、「担架」、「ストレッチャー」の

使用方法について講習会が行われ、皆さんは真剣に取り組みました。

　訓練は洗濯室からの火災で、負傷者が出たことを想定して行われ、地域の皆さん

は、利用者の安全を第一に心がけ、車椅子やストレッチャー等ひとつひとつ確認し

ながら誘導し、無事に避難することが出来ました。

　施設では、日頃から火災等の非常時に備え、地域の方々との協力体制を整えてい

るもので、今回のように職員の少ない夜間等は、地域の皆さんの協力が重要となり

ます。

　今後も、地域の皆さんのご協力をお願いするとともに、職員、利用者は防災の重

要性について改めて認識していました。

　７月30日、ひらないカレッジ「国際理解」が開催されました。

　昨年７月に当町に英語指導助手として着任し、小・中学校で英語を指導してい

るウィリアム・チャールズ・コッチ先生に出身地アメリカのこと、日本について

の感想などを話してもらいました。

　「津軽弁は話せますか？」の問いに「津軽弁、かちゃくちゃなくて、わ、しゃべ

れね～」と言って爆笑をさそっていました。

　飾らずに親しみやすい人柄と、来日１年とは思えない日本語での話術に、会場

は終始笑いに包まれて２時間があっという間に過ぎました。

　「国際理解」という講座でしたが、コッチ先生を通じて日本の良さ、平内町の良

さについて再発見出来ました。

夜間合同避難訓練　白鳥ホーム　

学校支援ボランティア募集！！
　学校支援地域本部事業(文科省)の指定を受け、地域ぐるみ

で学校を支援する体制をつくる事業を展開しております。教

師や地域住民が子どもと向き合う時間を拡充し、地域の教育

力の向上を図るものです。

　今年度は町立図書館に支援地域本部を置き、東地区(東小学

校・東栄小学校)で実施しております。積極的な支援が地域の

連帯感、教育力の向上、子ども達を地域全体で育む環境を整え、

住みよいまちづくりにつながります。

　７月末より、「ＧＰＳ(じっちゃもパパも先生も)通学　オー

ライ作戦」を始めました。地域で声を掛け合い、通りに出て、

子ども達の健やかな成長を見守ろう、という運動です。

　一緒に学校や地域をもり立てていきましょう。

【問合せ先】

・町立図書館内　

　　　地域コーディネーター　岡本　守　☎７５５－２１３８

・教育委員会　教育課

　　　逢坂　重良　☎７５５－２５６５(内線３４３)

↑　ストレッチャーを用いての避難訓練
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生
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学
習
情
報

町
民
ひ
と
り
１
学
習
・
１
ス
ポ
ー
ツ
・
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
践
し
よ
う

　

平
内
町
立
図
書
館
の
夏
休
み
の
催
し
「
夏

休
み
子
ど
も
手
づ
く
り
教
室
」
を
７
月
31
日

か
ら
２
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
色

紙
を
使
っ
た
壁
掛
け
金
魚
ね
ぶ
た
を
制
作

し
、
13
名
の
子
ど
も
た
ち
が
、
講
師
の
井
筒

政
則
さ
ん
の
指
導
を
受
け
、
紙
貼
り
と
色
付

け
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
い

つ
も
と
違
う
金
魚
ね
ぶ
た
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
上
手
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 オ

リ
ジ
ナ
ル
金
魚
ね
ぶ
た
作
り

平内町教育委員会

７５５－２５６５

ま な び

　

レ
ク
ダ
ン
ス
の
千
葉
千
鶴
先
生
を
招
い
て
、
藤
沢
婦

人
会(

森
田
君
子
会
長)

と
浜
子
婦
人
会(

工
藤
ふ
さ
会

長)

で
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

藤
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
は
、６
月
12

日
と
７
月
５
日
の
２
日
間
、
浜
子
地
区
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
は
７
月
19
日
に
講
習
会
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
会
員
の
方
達
は
千
葉
先
生
に
上
手
だ
と
褒
め
ら

れ
な
が
ら
笑
顔
で
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
、
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
解
消
と
仲
間
と
の
親
睦
を
深
め
た

有
意
義
な
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
活
用
講
座

　
　
　
　

ー 

レ
ク
ダ
ン
ス 

ー

平
内
町
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
水
泳
教
室
大
盛
況
！

　

７
月
５
日(

土)

に
オ
ー
プ
ン
し
た
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
は
例
年
に
な
く
天
候
に

恵
ま
れ
、
多
く
の
子
ど
も
達
に
ご
利
用
頂
き
ま
し
た
。

　

７
月
20
日
か
ら
31
日
に
行
わ
れ
た
水
泳
教
室
に
は
、
管
内
全
て
の
小
学
校

か
ら
87
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
後
藤
石
雄
コ
ー
チ
を
始
め
と
す
る
４
名
の
指

導
者
の
下
、
子
ど
も
達
は
コ
ー
チ
の
指
導
に
大
き
な
声
で
返
事
を
し
、
今
ま

で
に
な
い
賑
や
か
で
き
び
き
び
と
し
た
水
泳
教
室
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
生

１
・
２
年
の
初
級
コ
ー
ス
で
は
水
を
掛
け
合
っ
た
り
、
水
面
へ
の
顔
つ
け
な

ど
、
友
達
と
競
い
合
い
な
が
ら
楽
し
く
水
に
慣
れ
る
練
習
を
し
ま
し
た
。
中
・

上
級
者
コ
ー
ス
で
は
ビ
ー
ト
板
を
使
い
、
正
し
い
キ
ッ
ク
や
ス
ト
ロ
ー
ク
の

指
導
を
受
け
、
徐
々
に
泳
げ
る
距
離
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
参
加
者
全
員
の
級
判
定
が
行
わ
れ
、
プ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
水

し
ぶ
き
を
あ
げ
て
、
教
室
で
練
習
し
た
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

↑　上手に出来て満足顔の子どもたち

↓　

藤
沢
婦
人
会
の
み
な
さ
ん

↑　

浜
子
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
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日　　程 活動・場所 内　　容 備　　考

　９月３日(水)
　９：30～

育児講座：調理実習
青少年ホーム調理室

管理栄養士を講師に迎え、幼

児食を作ります

申し込み締め切り

９月１日まで

　９月８日(月)
　９：30～11：00

親子ふれあいワーク
支援センター

折り紙で遊びましょう

　９月17日(水)
　９：30～11：00

ぴよぴよ絵本サークル
支援センター

絵本などの読み聞かせを行い

ます

　９月25日(木)
　９：30～11：00

すくすくクラブ
支援センター

身長・体重測定の後はリズム

遊びで体を動かしましょう

☆子育て支援センター

９月の行事予定

【お問い合わせ先】
平内町地域子育て支援センター

７５８－１２１４

hiranai

保健だより

健
診
結
果
を
日
常
生
活
に
い
か
そ
う

hiranai

保健だより

健
診
を
受
け
た
後
で

　

今
年
度
の
健
診
結
果
説
明
会
も
８
月
で
終
わ
り
、
健
診
を
受
け
た
方
に
は
そ

れ
ぞ
れ
「
要
医
療
」「
要
指
導
」「
医
療
継
続
」
な
ど
の
結
果
が
お
手
元
に
届
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
結
果
を
お
確
か
め
に
な
り
、
再
度
病
院
で
の
検
査
や
、

生
活
習
慣
な
ど
の
改
善
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
要
医
療
」
の
方

　

異
常
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
、

早
め
に
病
院
受
診
し
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
早
期
に
発
見
し
、
病
気
の

治
療
を
し
な
が
ら
生
活
習
慣
を
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
要
指
導
」
の
方

結
果
説
明
会
で
の
助
言
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
た
生
活
習
慣
の

改
善
点
を
取
り
入
れ
て
実
践
し
、
今

後
の
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
治
療
継
続
」
の
方

か
か
り
つ
け
医
に
健
診
結
果
を
み
て

も
ら
い
今
後
も
治
療
を
続
け
ま
し
ょ

う
。

「
異
常
な
し
」
の
方

今
回
の
結
果
に
安
心
せ
ず
、
こ
れ

か
ら
も
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

食
事
、
運
動
、
休
養
、
飲
酒
、
タ

バ
コ
な
ど
の
生
活
習
慣
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

▼▼▼

▼

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
大
半
で

す
か
ら
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
病
気
を
早
期
に
発
見
し
、

初
期
の
段
階
で
病
気
の
芽
を
摘
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

年
に
１
回
は
必
ず
特
定
健
診
を
受
け
て

　
　
　
　

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

保
健
指
導
を
行
い
ま
す

　

平
成
20
年
度
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
・
改
善
す
る
考
え

を
取
り
入
れ
、
保
健
指
導
に
重
点
を
お

く「
特
定
健
診
」が
始
ま
り
ま
し
た
。「
特

定
健
診
」
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
予
備
群
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
を
決
め
、
保
健

指
導
の
対
象
に
な
っ
た
方
に
は
、
９
月

か
ら
３
月
ま
で
の
６
カ
月
間
、
講
話
や

個
別
指
導
を
中
心
に
し
て
、
食
事
に
つ

い
て
の
勉
強
や
運
動
を
実
践
し
な
が

ら
、
継
続
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
指
導
で
は
、「
ど
う
し

た
ら
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
下
が
る

だ
ろ
う
」「
血
圧
が
高
め
だ
け
ど
ど
う

し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
」「
体
重
を
少
し

減
ら
し
た
い
け
ど
な
に
か
ら
始
め
た
ら

い
い
か
」
等
、
普
段
疑
問
に
思
っ
て
い

る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
な
が
ら
実
践
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
の
長
い
生
活
習
慣
を

見
直
し
、
よ
い
方
向
に
変
え
て
い
く
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
保
健

指
導
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
特

に
生
活
習
慣
病
の
要
因
を
複
数
も
っ
て

い
る
の
で
、
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
保
健
指
導
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

対
象
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
結
果

説
明
会
等
で
す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
改
め
て
日
程
と
時
間
、
細
か

い
内
容
に
つ
い
て
個
別
通
知
し
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

メタボリックシンドローム
診断基準

【 必須項目 】

【 選択項目 】

腹囲(おへその高さで測る)が

男性なら85㌢以上・女性なら90㌢以上

中性脂肪値150㎎/dl以上

または

HDLコレステロール値40㎎/dl未満

収縮期(最大)血圧130mmHg以上

拡張期(最小)血圧85mmHg以上

空腹時血糖値110㎎/dl以上

肥
満

これら項目の２つ以上該当

血
清
脂
質

血
圧

血
糖

＝

＋

メタボリックシンドローム



10Ｈ20・９月号「第591号」 保健福祉だより・

｜  がんを予防するために ｜

hiranai

保健だより

■今月の健康相談は…■

問 役場	保健福祉課	７５５－２１１４

　がんは国民の健康にとって大きな脅威です。高齢化が主たる原因ともいえますが、がんにかかる方、

がんで亡くなる方の数は増え続け、男性の２人に１人、女性の３人に１人が一生のうちにがんにかか

り、国民の３人に１人ががんで亡くなるという状況です。働き盛りでがんにかかる方も多く、誰にとっ

ても大変身近で深刻な病気といえます。

　しかし、がんは個人、そして国が適切な取り組みや対策を取ることで、予防・早期発見・治療により、

受ける負担や苦痛を大きく減らせる病気でもあるのです。

　がんの原因の多くはたばこや飲酒、食事などの生活習慣にあります。肝がん、子宮がん、胃がん等

ではウイルスや細菌の感染も原因として重要であることが分かっています。

　このような情報はがんの予防に役立てることができます。１つの細胞ががん化してから生命に影響

するまでには10年、そして20年以上の長い期間がかかります。検診により少しでも早い段階でがんが

発見されると、がんが体の他の場所に広がる前に治療ができ、完治する率が高くなります。

９月の健康相談では、「がんの予防」について保健師がお話しますので、是非ご利用ください。

ビタミンＣ・Ｅ・Ａとカロチン、食物繊維を多く摂るようにしましょう。

(サプリメントは、がんや健康障害のリスクを上げることが分かっています。たとえがんを予防す

る可能性が示されている成分でも、過剰に摂り過ぎないようにしましょう。)

予防

予防 がんにかかる危険性を高める生活習慣を改めましょう

偏食をしないように、バランスよく、様々な食品を摂りましょう

○たばこを控える。

○お酒は飲み過ぎない。

○食事は偏らずバランスよく。

○定期的な運動の継続。

○成人期での体重を維持する。

　(太りすぎない、やせすぎない)

○肝炎ウイルス感染の有無を知る。

▼ビタミンＣを多く含む食材・・・(パセリ、ブロッコリー、ピーマン、レモンなど)

▼ビタミンＥを多く含む食材・・・(落花生、大豆製品、アボガド、卵など)

▼ビタミンＡを多く含む食材・・・(うなぎ、チーズ、バター、レバーなど)

▼カロチンを多く含む食材・・・・(にんじん、かぼちゃ、ほうれんそう、小松菜など)

▼食物繊維を多く含む食材・・・・(ひじき、こんにゃく、わかめ、ごぼうなど)



1� Ｈ20・９月号「第591号」・今月のおしらせ

乳幼児医療費の助成対象が拡大

!重 要 な お 知 ら せ

問

役
場	

保
健
福
祉
課	

保
健
係	　


７
５
５

｜

２
１
１
４

　町では、子どもの健康と子育てに対する支援のため、平成20年10月診療分から乳幼児医療費助成

の対象を拡大します。

　「乳幼児医療費助成制度」とは、助成対象資格を持つ乳幼児(小学校就学前の子ども)が、医療機

関等で受診した際にお支払いになった自己負担分の医療費を助成するものです。

　平成20年10月診療分より、これまで助成対象外でありました４歳から小学校就学前のお子さんの

通院分について、一月1,500円を超えた分を助成対象とします。

平成20年９月診療分まで

入院 通院

０歳

医療費自己負担分

(保険適用分)全額助成

１歳

２歳

３歳

４歳
一日５００円の自己

負担を控除して助成
助成対象外５歳

６歳

平成20年10月診療分から

入院 通院

０歳

医療費自己負担分

(保険適用分)全額助成

１歳

２歳

３歳

４歳
一日５００円の自己

負担を控除して助成

一月１，５００円の自

己負担を控除して助成
５歳

６歳

　この助成対象の拡大によって、新たな手続き等は必要ありませんが、現在お持ちの平内町乳幼児

医療費受給資格証の有効期限が切れている場合、助成の対象となりませんので、対象となるお子さ

んの保険証と保護者名義の通帳、印鑑をお持ちになり、役場保健福祉課で更新手続きをしてください。

　また４歳以上のお子さんにつきましては、平内町ひとり親家庭等医療費受給資格証の交付を受け

ることができる場合はそちらが優先されます。

国保税納付の変更について

!重 要 な お 知 ら せ

　今年の４月から、65歳～74歳までの方の国保税の特別徴収(年金天引き)が始まりましたが、こ

れまで国保税を滞納することなく納めて頂いている方が、口座振替による納付を申し出すること

により、今年の10月支給分の年金から、町の判断(下記)により特別徴収でなく口座振替による普

通徴収で納めて頂くことができるようになりました。

　また、申し出の月日によっては、12月以降の年金から特別徴収を中止させて頂くことになりま

すので、ご了承ください。

【町の判断】

①滞納がなく、口座振替による納付を継続できる方で、今後も確実な納付が見込めると判断した場合

②75歳到達まで２年未満である場合であって、普通徴収の方法でも確実な納付が見込まれる場合

③75歳到達年度の徴収について、全額普通徴収の方法によるほうが徴収事務を円滑に遂行できると判断した

　場合

④過年度分の国保税に滞納がある方で、<現年度分(特別徴収)＋過年度分(普通徴収)>という納付が難しい為、

　特別徴収によることが適当でないと判断した場合

⑤災害その他の特別な事情で、特別徴収によることが適当でないと判断した場合

９月30日(火)は町・県民税２期及び国保税３期の納期限です。
忘れないで納めましょう

問

役
場　

税
務
課　

住
民
税
係　

☎
７
５
５

－

２
１
１
５



12Ｈ20・９月号「第591号」 今月のおしらせ・

今
月
の
お
し
ら
せ

９
2008

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

問

青
森
社
会
保
険
事
務
所


７
３
４

－

７
４
９
５

森も

林り

の
め
ぐ
み
展　

開
催

県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
林
業
試
験
場

　
　

【 

林
業
試
験
場
参
観
デ
ー 

】

▼
日　

時

　

９
月
27
日(

土)　

９
時
～
15
時　

▼
場　

所

　

青
森
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

林
業
試
験
場　

内

▼
主
な
行
事
内
容

　

①
森
林
環
境
と
木
材
加
工
に
関
す
る

　

試
験
・
研
究
内
容
公
開　

②
樹
木
医

　

み
ど
り
の
相
談
コ
ー
ナ
ー　

③
野
生

　

き
の
こ
の
鑑
定
と
展
示　

④
地
域
特

　

産
物
、
木
工
品
、
生
鮮
野
菜
、
き
の

　

こ
な
ど
の
販
売
コ
ー
ナ
ー　

⑤
緑
化

　

苗
木
無
償
配
布(

先
着
200
名)　

⑥
野

　

性
鳥
獣
の
名
前
あ
て
ク
イ
ズ　

⑦
木

　

製
ま
な
い
た
を
持
参
し
た
方
に
表
面

　

仕
上
げ
加
工　

サ
ー
ビ
ス　

⑧
焼
き

　

き
の
こ
・
き
の
こ
汁
・
ホ
タ
テ
焼
き

　

試
食　

⑨
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

問

青
森
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

林
業
試
験
場

　

☎
７
５
５

－

３
２
５
７

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
つ
い
て

役
場　

総
務
課

問

　

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
は
、
ご
自
身

の
年
金
加
入
記
録
を
確
か
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
お
一
人
お
一
人
の
年
金
加

入
記
録
が
記
載
さ
れ
た
お
知
ら
せ
で

す
。

　

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
平
成
20
年
10
月

ま
で
に
、
順
次
す
べ
て
の
受
給
者
と
現

役
加
入
者
の
方
に
お
届
け
し
ま
す
。

【
年
金
記
録
の

　
　

ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
】

　

お
知
ら
せ
し
た
年
金
記
録
に
つ
い

て
、
お
勤
め
先
な
ど
の
欄
に
も
れ
が
無

い
か
、
ま
た
、
資
格
取
得
年
月
日(

加

入
日)

・
資
格
喪
失
年
月
日(

退
職
の
日

の
翌
日)

の
誤
り
が
な
い
か
な
ど
を
十

分
に
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

【
必
ず
ご
回
答
く
だ
さ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　

 

お
願
い
い
た
し
ま
す
】

　

「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」
が
あ
る
場

合
に
は
、
お
名
前
や
生
年
月
日
な
ど
の

必
要
事
項
と
、
も
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
お
勤
め
先
や
所
在
地
、
住
所
な
ど
を

ご
記
入
の
う
え
、「
年
金
加
入
記
録
回

答
票
」
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
手
数
で
す
が
、
記
録
に
も
れ
や
間

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
つ
い
て

青
森
社
会
保
険
事
務
局

違
い
が
な
い
場
合
で
も
、
ご
確
認
い
た

だ
い
た
結
果
の
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
平
成
八
年
以
前
に
旧
姓
で
年
金
に
加

 

入
し
て
い
た
方
は
ご
注
意
願
い
ま
す
】

　

結
婚
等
に
よ
り
氏
名
を
変
更
さ
れ
て

い
る
方
の
記
録
が
、
い
わ
ゆ
る
持
ち
主

不
明
で
あ
っ
た
「
五
千
万
件
」
の
記
録

の
中
に
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
ご

本
人
か
ら
の
お
申
出
が
な
け
れ
ば
記
録

に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ま
わ
り
の
方
に
も

　
　
　
　
　

呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
】

　

ご
家
族
や
ま
わ
り
の
方
々
で
、「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
の
回
答
を
ま
だ
提
出

し
て
い
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
ご
回
答
さ
れ
る
よ
う
呼
び
か
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

役
場　

保
健
福
祉
課

被
用
者
保
険(

※)

に

　
　
　

加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ

　　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
前
日

ま
で
、
被
用
者
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
た
方
は
、
被
用
者
保
険
の
資
格
喪

失
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
軽
減
措
置(

２
年

間)

が
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
確

実
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
手
続

き
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
又

は
被
用
者
保
険
の
各
保
険
者
に
ご
確

認
下
さ
い
。(

被
保
険
者
本
人
で
あ
っ

た
方
に
つ
い
て
は
、
軽
減
措
置
の
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。)

※
被
用
者
保
険
と
は
政
府
管
掌
健
康

　

保
険
、
船
員
保
険
、
健
康
保
険
組

　

合
、
共
済
組
合
な
ど
。

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

☎
７
２
１

－

３
８
２
１

役
場
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　
　

☎
７
５
５

－

２
１
１
４

<

問
合
せ
先>

　

10
月
１
日
、
全
国
で
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
住
宅
・
土
地
に
関
す
る
最
も

基
本
的
な
調
査
で
、
国
や
都
道
府
県
・

市
区
町
村
が
住
生
活
基
本
計
画
や
ま

ち
づ
く
り
施
策
な
ど
を
立
案
す
る
た

め
の
大
切
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
対

象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
知
事
が
任

命
し
た
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作
成

す
る
た
め
の
み
に
使
用
し
、
そ
の
他

の
目
的
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

調
査
票
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
ら
正
確

で
漏
れ
の
な
い
ご
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。役

場　

総
務
課

　

企
画
政
策
係

　

☎
７
５
５

－

２
１
１
１

県
庁　

統
計
分
析
課

　

人
口
労
働
統
計
グ
ル
ー
プ

　

☎
７
３
４

－

９
１
６
９
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再就職準備セミナーの開催について　

　育児・介護等により退職した方が、その後就職が可能となったときに円滑な再就職に資するよう、職業意識の持続、的

確な再就職の準備の支援を行う「再就職希望者支援事業」を実施しております。

　この事業は、再就職を希望する方に対して、必要となる基礎知識を付与し、円滑な再就職の促進と機会の拡大を図るこ

とを目的としており、下記セミナーを開催することになりました。

▼と　き　　９月18日(９時30分～12時30分)　　　

▼ところ　　男女共同参画プラザ　アウガ５階研修室

▼内　容　　○講演「働く女性に必要なカンタン法律

　　　　　　　　　　　（就職活動から年金受給）」

　　　　　　　講師　株式会社ビジネスブレイン

　　　　　　　　　　代表取締役　佐藤博子　氏

　　　　　　○企業との交流会

　　　　　　　「今、介護の現場では！介護職に望まれるもの」

　　　　　　　　株式会社ライフセーバーコーポレーション

　　　　　　　　　グループホーム管理　森山知美　氏

▼定　員　　50人　

　　　　　※希望により託児をいたします。（未就学児）

▼受講料・託児　　無　料

▼問い合わせ・申し込み方法　　電話・ファックスで

　　　　

　　　　　　　○(財)21世紀職業財団青森事務所

　　　　　　　　　ＴＥＬ　７７６－２０２８

　　　　　　　　　ＦＡＸ　７７６－２０２５

　　　　　　　○青森市男女共同参画プラザ

　　　　　　　　　ＴＥＬ　７７６－８８００

　　　　　　　　　ＦＡＸ　７７６－８８２８

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者

引
揚
者
の
皆
様
へ

(

独)

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

い
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
恩
給
欠

格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引
揚
者

の
「
ご
本
人
」
に
、『
特
別
慰
労
品
』

を
贈
呈
し
て
い
ま
す(
ご
遺
族
の
方

は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん)
。「
引
揚

者
」
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
外
地
で
生
活
し
て
い
て
、

戦
後
引
揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対

象
で
す
。

　

請
求
書
等
は
町
民
課
生
活
環
境
係

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
請
求
期
限
は

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
未

請
求
の
方
は
、
早
急
に
申
請
し
て
下

さ
い
。

　

資
格
要
件
等
の
質
問
は
、
次
の
独

立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

(

請
求
に
関
す
る
「
お
問
い
合
わ

せ
」
や
「
ご
相
談
」
は
無
料
で
す
。)

問

(

独)

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

☎
０
１
２
０

－

２
３
４

－
９
３
３

動
物
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て

「
動
物
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

問

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
７
２
６

－

６
１
０
０

　

で
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

　

ま
す
。

▼
日　

時

　

９
月
20
日
・
21
日

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場　

所

　

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　

(

青
森
市
宮
田
字
玉
水
119

－

１)

▼
内　

容

　

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、
乗
馬
体
験
、

　

動
物
パ
レ
ー
ド
、
獣
医
さ
ん
な
り
き

　

り
体
験
、
盲
導
犬
・
警
察
犬
の
デ
モ

　

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
犬
の
し
つ
け

　

方
教
室
な
ど

家
庭
教
育
講
座
を
開
催
し
ま
す

平
内
町
教
育
委
員
会　

【
講
座
内
容
】

「
け
ん
玉
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
」

　
　

講 

師 　

横 

内 

清 

信 

氏

▼
日
時　

９
月
21
日(

日)

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

▼
場
所　

平
内
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

親
子(

祖
父
母
・
孫)

▼
定
員　

20
組

▼
申
込
み
締
切
り　

９
月
12
日(

金)

▼
申
込
み
先　

教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

☎
７
５
５

－

２
５
６
５

※
け
ん
玉
は
、
教
育
委
員
会
で
用
意
し

ま
す
。
持
参
も
可
能
で
す
。　
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問
平
成
20
年
度

　
　

青
森
県
立
平
内
高
校
同
窓
会

平
内
高
校
同
窓
会
事
務
局

　

平
成
20
年
度
、
県
立
平
内
高
等
学
校

同
窓
会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
県
内

外
に
住
ん
で
い
る
卒
業
生
に
も
声
を
か

け
て
頂
き
、
恩
師
、
旧
友
と
の
再
会
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
日　
　

時　

　

９
月
６
日(

土)　

18
時
～

○
会　
　

場　

　

割
烹
さ
ん
平(

小
湊)

○
会　
　

費

　

18
・
19
年
度
卒
業
生　

１
０
０
０
円

　

一
般
女
性
会
員　
　
　

２
０
０
０
円

　

一
般
男
性
会
員　
　
　

３
０
０
０
円

平
内
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局

　

☎
７
５
５

－

２
３
３
３

寄
付
採
納
の
お
知
ら
せ

役
場　

総
務
課

　

中
村
流
若
鈴
会(
中
村
登
茂
鈴)

よ
り

「
町
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。」

と
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
町
政
発
展
の
た
め
に
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

７
月
８
日
、
青
森
銀
行
従
業
員
組

合(

執
行
委
員
長 

越
田
健
一)

よ
り

し
ら
ゆ
き
共
同
作
業
所(

所
長 

沖
田

力
十
郎)

に
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

青
森
従
業
員
組
合
で
は
、
昭
和
55

年
よ
り
毎
年
、「
地
域
社
会
へ
感
謝

の
心
を
」
と
い
う
趣
旨
で
、
役
職
員

か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
募
金
」
を
も

と
に
、
県
内
の
小
規
模
作
業
所
へ
物

品
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

し
ら
ゆ
き
共
同
作
業
所
を
訪
れ
た

菅
執
行
副
委
員
長
は
「
当
組
合
の
組

合
員
は
じ
め
役
員
、
管
理
者
の
心
を

物
品
に
換
え
て
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

青
森
銀
行
従
業
員
組
合

　
　
　
　

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
寄
贈

青
森
銀
行
従
業
員
組
合

転倒予防教室を開催します

　平内町地域包括支援センターでは、地域の在宅介護支援センター

の協力を得て、介護予防運動や頭の体操(平内歌留多など)を取り入

れた転倒予防教室を開催しております。

　椅子に座って行う体操で体をほぐしたり、普段地域でもなかなか

顔を合わせることのできない方々と会話したりと、楽しんでいただ

いております。

　また、健康相談も併せて行っていますので、お気軽に下記までご

連絡ください。

実　施　日 実 施 時 間 実　施　会　場

９月１日(月) ９：30 ～ 11：30 狩場沢公民館

９月１日(月) 13：00 ～ ３：30 清水川コミュニティセンター

９月４日(木) ９：15 ～ 11：30 薬師野公民館

９月４日(木) ９：15 ～ 11：30 松野木公民館

９月16日(火) 13：00 ～ 15：30 口広公民館

問 役場保健福祉課内　地域包括支援センター　

　　　　　　　　　　　　☎７５５－２１１４

在宅介護支援センターひまわり　

　　　　　　　　　　　　☎７５５－６０２０

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

　
　
　

試
験
及
び
講
習
会

役
場　

地
域
整
備
課

【
責
任
技
術
者
試
験
】

実
施
日　

平
成
20
年
11
月
５
日

時　

間　

13
時
30
分
～
16
時

会　

場　

県
観
光
物
産
館
「
ア
ス
パ
ム
」

申
込
み
期
間

　

平
成
20
年
９
月
２
日
～
９
月
17
日

申
込
書
の
配
布

　

平
成
20
年
９
月
２
日
～

【
各
種
講
習
】

配
管
工
認
定
講
習

　

平
成
21
年
１
月
29
日　

10
時
30
分
～

責
任
技
術
者
更
新
講
習

　

平
成
21
年
１
月
28
日　

14
時
～

配
管
工
更
新
講
習

　

平
成
21
年
１
月
29
日　

14
時
～

実
施
会
場

　

青
森
県
水
産
ビ
ル
７
階

　
　
　
　
　
　
　
　

「
大
会
議
室
」

申
込
み
期
間

　

平
成
20
年
11
月
28
日
～
12
月
16
日

申
込
書
の
配
布

　

平
成
20
年
11
月
28
日
～

問

役
場　

地
域
整
備
課

　
　
　
　

下
水
道
管
理
係

　

☎
７
５
５

－

２
１
１
６

《９月の実施地区予定》
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人口と世帯

男 …  6,474 人 ( － ６人 )

女 …  7,042 人 ( － ５人 )

計 … 13,516 人 ( － 11 人 )

世帯数…5,269 世帯（＋５）

平成 20 年７月末現在

(　)は、前月との比較

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

本
籍
地

八　

桁　

大　

海　
　

第
１
小
林

坪　
　
　

友　

紀　
　

東

北

町

辻　

村　

春　

彦　
　

間
　

木

須　
　
　

絵　

美　
　

第
２
平
中

吹
き
渡
る
風
の
染
り
し
青
田
か
な	

藤　

田　

友　

子

送
ら
れ
し
筍
一
つ
母
の
声	

工　

藤　

朋　

子

大
空
を
わ
が
も
の
猊
の
夏
の
雲	

亀　

田　
　
　

悦

青
田
風
さ
わ
さ
わ
さ
わ
と
流
れ
お
り	

佐
々
木　

定　

男

夏
北
斗
見
上
げ
し
空
の
す
ぐ
前
に	

福　

田　

博　

子

何
処
か
ら
か
ピ
ア
ノ
の
音
や
菖
蒲
咲
く	

浜　

田　

き　

み

こ
の
先
は
阿
吽
の
暮
ら
し
冷
奴	

須　

藤　

千
和
子

土
用
波
翁
嫗
と
向
い
合
う	

岡　

本　

み
ど
り

陸
奥
の
夏
湧
き
出
す
ラ
ー
バ
風
に
乗
る	

竹　

内　

龍　

一

沈
黙
の
男
の
ド
ラ
マ
夏
の
雲	
船　

橋　

久　

枝

銀
ば
え
の
生
あ
る
限
り
草
野
原	

佐　

藤　

む
つ
子

眼
底
を
診
ら
れ
て
ま
ぶ
し
額
の
花	

渡　

辺　

春　

代

な
に
げ
な
く
窓
に
初
音
の
欲
し
い
ま
ま	

瓜　

田　
　
　

愛

と
ん
で
く
る
蝿
の
し
つ
こ
さ
人
の
様	

青　

木　

禮　

子

六
月
の
空　

二
つ
飛
行
雲	

佐
々
木　

う　

め

石
佛
の
転
げ
て
も
笑
む
沙
羅
の
花	

蝦　

名　

き
み
ゑ

草
笛
を
吹
く
は
遥
か
を
呼
ぶ
に
似
て	

能
登
谷　

瑩　

子

ジ
ー
パ
ン
も
甚
平
も
似
合
う
二
才
の
児	

斉　

藤　

終　

也

婿
二
代
つ
づ
く
家
計
や
桐
の
花	

平　

沢　

白　

鳥

い
か
に
せ
ん
病
む
夫
の
背
に
と
ま
る
蝿	

佐
々
木　

初　

江

ス
ト
レ
ス
も
交

こ
も

々ご
も

廻
る
洗
濯
機	

須　

藤　

梨　

世

好
き
な
こ
と
優
先
順
位
先
に
す
る	

千
代
谷　

節　

子

田で
ん

畑ぱ
た

を
き
れ
い
に
飲
ん
で
三
代
目	

荒　

田　

つ　

る

ひ
と
り
言ご

と

イ
ン
コ
が
拾
う
飯
場
の
灯	

沼　

山　

久　

乃

飲
み
会
で
下げ

戸こ

は
マ
イ
ク
を
離
さ
な
い	

つ
じ
む
ら
り
ゅ
う
こ

わ
が
家
の
ポ
ス
ト
に
も
欲
し
い
一
万
円	

竹　

内　

京　

子

休
耕
田
あ
く
び
し
て
い
る
勿

も
っ

体た
い

な
い	

後　

藤　

た
だ
し

プ
ラ
ン
み
な
禁
酒
の
出
来
ぬ
ま
ま
別
れ	

海
音
寺　

東
山
坊

あ
の
世
で
も
ゆ
っ
く
り
回
れ
風
車	

荒　

谷　

想　

伸

外
務
省
北
の
策
謀
読
み
切
れ
ず	

本　

堂　

は
じ
め

意
気
地
な
し
他
人
の
せ
い
に
す
る
な
ん
て	

後　

藤　

日
出
雄

四
つ
角
が
あ
っ
て
便
利
な
道
案
内	

今　

田　

俊　

亭

文　　芸

平
内
花
椿
会

平
内
俳
句
会

川
柳
ひ
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

喪
主 

住
所
地

金　

田　

タ　

子(

95)

富　

雄 

清

水

川

豊　

島　

定　

信(

70)

定　

子 

浦
　

田

江　

戸　

ア　

キ(

88)

弥　

輔 

第
１
口
広

太　

田　

サ　

ワ(

99)

　

稔　

第
２
口
広

亀　

田　

武　

雄(

97)

武　

義 

第
２
小
林

藤　

田　

と
み
の(

66)

稲
川
健
二 

間
　

木

千
代
谷　

ミ　

ツ(

88)

光　

男 

山
　

口

畑　

井　

幸　

三(

69)

シ
ミ
ヱ 

第
２
勝
田
町

佐
々
木　

ト　

ミ(

87)

和　

子 

小

豆

沢

八　

桁　

松
五
郎(

96)

美　

伸 

第
２
小
林

八　

桁　

伸　

一(

69)

美　

伸 

第
２
小
林

三
津
谷　

義　

尚(

80)

ソ　

ノ 

東
　

和

宿
野
部　

ヱ
チ
ヨ(

77)

兼
太
郎 

間
　

木

戸
籍
の
窓
口

７月受付分

ご
結
婚
お
め
で
と
う

（

　

赤
ち
ゃ
ん
名 

　

 
 
(

親)

　

住
所
地

佐
々
木　

夢ゆ　

真ま 
(

和
久)

新

生

町

藤　

田　

夏か

菜な

仁と 
(

仁

)

新

生

町

辻　

村　

柚ゆ
う　

菜な 
(

航

)

野
辺
地
町

佐　

藤　

恋れ　

絢あ 
(

多
瑞
也)

茂　

浦

蝦　

名　

伊い

桜お

莉り 
(

尚

)

第
２
内
童
子

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（

木　

村　
　
　

男(

77)

み
よ
ゑ 

福
　

島

辻　

村　

チ　

ヱ(

88)

千　

弘 

間
　

木

須　

藤　

新
一
郎(

91)

　

睦 

第
１
平
中

小　

関　

勝　

則(

73)

貴　

裕 

第
１
平
中

蝦　

名　

鶴　

松(

81)

明　

仁 

第
１
元
町

佐　

藤　
　
　

だ(

93)

　

仁 

茂
　

浦

加　

藤　
　
　

輝き
ら 

(

道
徳)

東

沼

館

佐
々
木　

愛あ
い　

花か 
(

勇
輝)

第
１
内
童
子

船　

橋　

美み　

優ゆ 
(

一
美)

清

水

川

工　

藤　

遼は
る　

己き 
(

寿
一)

浜
　

子

二
ッ
森　

明あ
き　

宝た
か 

(

明
弘)

第
３
小
林

柴　

田　

琉る　

花か 
(

潤
平)

新

生

町

兼　

平　

羽う　

橘た 
(

隆
文)

第
１
元
町




